
平成２７年 １月２９日（木） 
 13時15分～16時30分（受付12時30分開始）  

 

千代田区立日比谷図書文化館 
    日比谷コンベンションホール（大ホール） 
 千代田区日比谷公園１－４ 日比谷公園内（※裏面に地図有り。） 

総務省関東総合通信局、関東地方非常通信協議会  
 

〔講演１〕 
  「防災気象情報～気象災害から人々を守るために～」 
     講師：梶原 靖司 様 （気象庁予報部業務課 気象防災情報調整室長） 
    

〔講演２〕 
  「地震・津波災害から命を守る」 
     講師：荒谷 博 様 （気象庁地震火山部管理課 地震津波防災対策室長） 
       

〔講演３〕 
  「非常災害時における非常通信手段の確保」 
     講師：栁島 智 （総務省総合通信基盤局電波部 重要無線室長） 

 
 〔先進事例紹介〕 ※機器の展示あり 

  事例：災害対策に係る研究開発～移動式ICTユニットの紹介～ 
          紹介者：影井 敬義 （総務省総合通信基盤局電気通信事業部 

                            電気通信技術システム課 課長補佐） 
          小田部 悟士 （ＮＴＴ未来ねっと研究所 主任研究員） 

 参加ご希望の方は、「平成２７年１月２２日(木)まで」に、別添の「講演会参加申込書」
に必要事項をご記入のうえ、電子メール又はＦＡＸでお申し込みください。 
 なお、申込先着順・事前登録制とし、定員に達し次第、締め切らせていただきます。 

  ◆電子メール：kanto-hijyokyo@soumu.go.jp   ◆ＦＡＸ：０３-６２３８-１７６９ 
      

 【お問合せ】 
   総務省 関東総合通信局 防災対策推進室 TEL：０３－６２３８－１７７１・１７９１ 

＜お申込方法＞ 

イメージキャラクター 

   デンパ君  



＜公共交通機関＞ 
 ○ 東京メトロ丸ノ内線・日比谷線 
   「霞ヶ関駅」B2出口より徒歩約3分 
 ○ 都営地下鉄三田線「内幸町駅」 
          A7出口より徒歩約3分 
 ○ 東京メトロ千代田線「霞ヶ関駅」 
         C4出口より徒歩約3分 
 ○ JR新橋駅日比谷口より徒歩約10分 
 
（注意） 
  日比谷図書文化館には、駐車場があり 
 ません。公共交通機関をご利用ください。
 

＝ 千代田区立日比谷図書文化館への交通アクセス ＝ 

〔講演１〕  演題： 「防災気象情報～気象災害から人々を守るために～」 
 ＜講演概要＞ 
   台風に伴う暴風、高波、高潮、大雨による洪水や土砂災害など、様々な気象災害を防止・軽減するために気 
 象庁は警報や台風情報などの防災気象情報を発表し、注意や警戒を呼びかけています。 
     気象災害から身を守るためには、これらの防災気象情報を有効に活用することが重要です。昨年の気象業 
 務法改正で新たに運用を始めた特別警報を含む防災気象情報の内容及び活用法について解説します。 
      

〔講演２〕  演題： 「地震・津波災害から命を守る」 
 ＜講演概要＞ 
   我が国は、過去幾度となく地震・津波により被害を被ってきました。 
   特に、平成7年1月17日の阪神・淡路大震災や平成23年3月11日の東日本大震災では、かつてない多くの犠 
 牲者をだしました。 
   これらの地震の際の問題点や課題を踏まえて、今後どのような取り組みを進めていく必要があるのかを気象 
 庁が発表する情報と防災行動の観点から解説します。  
      

〔講演３〕  演題： 「非常災害時における非常通信手段の確保」 
 ＜講演概要＞ 
   地震や豪雨等の災害発生時においては、通信手段の確保が重要となるほか、住民に対する情報伝達もま 
 た重要なものとなっています。 
   非常災害時における通信手段の確保等について、防災行政無線の現状や導入促進のための新たな施策等 
 について紹介します。 

***** 講演概要及び先進事例の紹介 ***** 

〔先進事例紹介〕  「災害対策に係る研究開発 
                ～移動式ICTユニットの紹介～」 
 ＜概 要＞ 
   総務省では、東日本大震災での教訓を踏まえ、通信ネットワーク 
 の災害対策に係る研究開発、技術の導入・普及を推進しています。 
 その一環で、災害時に被災地へ搬入して通信機能を迅速に応急復 
 旧させる通信設備（移動式ICTユニット）について、各地での災害対策 
 等に資する技術として防災関係機関の方々に広く知っていただける 
 よう機能紹介、実機を用いたデモを行います。 

 


